
 

気象警報発令時の学校給食の対応について 

 

気象警報発令時に臨時休校となった場合の学校給食の主食（米飯及びパン）について、これま

で一部の学校を除き、廃棄されてきた。 

しかし、令和３年度からはＳＤＧｓの観点から廃棄しないようにするため、次のように対応す

る。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 

※１ 

〇東広島市は、国連の掲げる持続可能な開発目標の達成に向けて積極的に取り組みを進める 

「ＳＤＧｓ未来都市」に選定された。 

〇ＳＤＧｓ【目標１２ つくる責任つかう責任】 

 目標１２は、「持続可能な生産消費形態を確保する」のテーマのもと、１１個のターゲット 

から構成されている。 

→（１２.３）２０３０年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料の 

廃棄を半減させ、収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる。 

【東広島市教育委員会】 
午前１１時に、広島地方気象台へ翌日の気象について確認する。 

給食の主食停止の 
検討 

 

停止と判断 

対応なし 

停止しないと判断 

当日午前７時 
気象警報発令の有無 

警報発令 有 警報発令 無 

【各小中学校】 
臨時休校 

【各小中学校】 
・登校又は繰り下げ登校 
・米飯持参 
 なお、献立がパンの場合も持参するのは米飯のみ 

  

【学事課】 
各給食Ｃへ連絡する 

【各給食Ｃ】 
主食の業者へ 
連絡する 

【学事課】 
各小中学校へ連絡する 

【各小中学校】 
保護者へ連絡する 

別紙


